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　この度、東京医科大学国外出張補助金により、
2010年7月ll～15日にスウェーデン・ストックホ
ルムで開催された国際肥満学会（lnternational　Con－
gress　on　Obesity：ICO）に参加させていただきまし
た。肥満学会での発表（ポスター）は今回が初めて
でした。この4月に白色脂肪細胞のイオンチャネル
の生理機能に関する論文を発表したのですが、掲載
されたのは細胞生理学系の雑誌（American　Joumal
of　Physiology－Cell　Physiology）であり、肥満研究、
脂肪細胞研究の研究者の目にどう映るのか興味があ
りましたし、脂肪細胞研究のトレンドを把握するた
めには学会に出るのが一番と思い参加を決めまし
た。
　ICOの会場となったのはストックホルムの南に位
置するAlvsj6にある国際会議場でした。メインポー
ルの他に4つのシンポジウム会場、企業展示・ポス
ター会場が同じフロアに配置されていて、学会会場
で迷子になりがちな私にはちょうどいい規模でし
た。ポスター会場には飲み物やサンドウィッチ、フ
ルーツなどの軽食が用意されていて、それらをつま
みながらポスターや企業展示を見て回る形式は、こ
れまでに経験したことのないカジュアルでリラック
スしたものでした。私のポスター発表はscientific
programの初日で、会場は多くの人で賑わっていま
した。内容的に肥満学会で興味を持ってもらえるか
不安でしたが、発表には意外にも前出の4月の論文
を既に読んでから来てくれた人もいて、論文には書
くことができなかったspeculationについても意見
交換をすることが出来ました。また、近い内容の研
究を個体レベルでやろうと思っているという研究者
や、脂肪細胞にイオンチャネルが発現していること
自体を物珍しそうに聞いていく研究者もいました。
私も発表が終わってから他のポスターを見て回りま
したが、一口に肥満研究と言っても内容は中枢から
末梢、細胞から個体、と多岐に渡り、自分の研究と
は直接関連がなくとも面白いと思える演題がたくさ
んありました。論文を読むだけ、publishするだけ
とは違う、双方向の意見交換ができ大きな収穫とな
りました。ポスター発表を終えれば、あとはレク
チャーやシンポジウムを気楽に楽しむことができま
す。普段、論文やテキストで名前をみることしかな
かった権威が、目の前で身振り手振り熱弁をふるう
姿に釘付けになり、シンポジウムで大学院生がボス
の代わりに堂々と流暢な英語で発表するのを見て、
気楽な気分も吹き飛んで「私も頑張らねば」と身の
引き締まる思いでした。
　特に今後の脂肪細胞研究でさらに面白くなってい
くのではないかと感じたのは、脂肪組織と他の臓器
とのクロストークに着目したもので、例えば心臓の
周りにつく脂肪組織から分泌されるサイトカインの
心機能に与える影響だとか、消化管細菌叢が脂肪組
織の代謝に与える影響を検討したものなどです。私
が実験に使っているマウスの精巣上体周囲脂肪組織
はヒトには存在しません。大量に採取できることか
ら脂肪細胞研究ではよく使われています。しかし今
後は、どういう個体のどこの脂肪組織を研究材料に
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噂騨
学会会場になったStockholmmassanの正面ゲート ポスター発表で質問に答える筆者
ポスター会場 2009年ノーベルメニューのメインディッシュ。
ウズラのトリュフ詰めボルトワインソース
するのかを、よく考えなければならないと痛感しま
した。
　ストックホルムといえばノーベル賞授賞式の行わ
れる場所としても有名です。ノーベル賞受賞祝賀晩
餐会が行われるのは市庁舎の青の問ですが、市庁舎
の地下にあるレストランStadshuskallarenでは、晩
餐会に出されたディナーを同じ食器でいただけま
す。一人1，450SEK（日本円で17，000円くらい）と、
ちょっと高いのですがせっかくなので行ってきまし
た。今回いただいたのは2009年のディナーで、食
べると証明書がもらえます。だからどうというわけ
ではないですが、記念になります。ストックホルム
に行かれる方は是非食べてみてください（前日まで
に予約が必要）。
　最後に、このような貴重な体験をさせていただい
たことを皆様に心より感謝し、今後の研究に活かす
よう精進いたします。また、これを読んでくださっ
た方の中に、肥満研究、脂肪細胞研究にご興味のあ
る方がいらしたら、是非ご連絡ください。
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